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令和４年度 学校評価 学校関係者評価 
 

１ 学校の重点目標 

〇 道徳心や社会性を養い心身ともにたくましい子どもの育成 

〇 自ら学び「確かな学力」を身につけた個性あふれる子どもの育成 

〇 信頼された開かれた学校 

 

２ 評価結果 

 
３ 今後の取組 
○ 教職員、保護者、評議員等の三者の間で評価に開きがあるため、今後学校での取組を周知し、共 
 通理解を図り、評価に開きがないようにしていく。 

 ○ 全体的に評価は高いものの「進んであいさつをする」の項目には課題があることから、学校にお  
いて挨拶の意義について指導を重点的に行っていく。 
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2.5 3.0 3.5 4.0

学校の様子を分かりやすく説明している。

基礎学力の確実な定着を図る授業が行われている。

一人一人を大切にした教育が行われている。

いじめをゼロに向けた取組を実践している。

基本的生活習慣の育成を継続的に図っている。

学校の教育環境は整っている。

進んであいさつをしている。

公共のマナーや学校のきまりを守って行動している。

授業中、教師の話をしっかりと聞けている。

授業中、自分で考えて学習に取り組めている。

友達と仲良くしている（普段、放課後の様子など）。

子どもたちは，ねばり強く物事に取り組んでいる。

教職員 保護者 評議員会


